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エ
ク
ア
ド
ル
共
和
国
は
、
南
米
大
陸

の
西
側
の
赤
道
直
下
に
位
置
す
る
国

で
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ペ
ル
ー
と
隣
接
し
、

多
く
の
固
有
種
が
生
息
す
る
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
諸
島
を
領
有
す
る
。
国
土
の
中
央
を

ア
ン
デ
ス
山
脈
が
縦
断
し
て
い
る
た
め

標
高
が
高
く
、
首
都
キ
ト
は
標
高
２
８

０
０
ｍ
に
あ
る
。
日
本
の
本
州
と
九
州

を
合
わ
せ
た
広
さ
に
約
１
７
０
０
万
人

が
暮
ら
し
、白
人
と
先
住
民
の
混
血
（
メ

ス
テ
ィ
ー
ソ
）
が
国
民
の
８
割
弱
を
占

め
、公
用
語
は
ス
ペ
イ
ン
語
だ
。石
油（
鉱

工
業
）、
バ
ナ
ナ
・
カ
カ
オ
・
コ
ー
ヒ
ー

（
農
業
）、
エ
ビ
（
水
産
業
）
が
主
な
輸

出
産
品
と
な
っ
て
い
る
。

厳
罰
的
な
薬
物
規
制
か
ら 

健
康
・
福
祉
政
策
へ

ヘ
ン
プ
の
歴
史
は
、
ほ
か
の
南
米
諸

国
と
同
じ
く
16
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
征
服

時
代
に
始
ま
っ
た
。
植
民
地
各
地
と
の

海
洋
交
通
を
支
え
る
帆
船
の
帆
布
や
ロ

ー
プ
に
使
う
ヘ
ン
プ
繊
維
の
需
要
が
高

く
、
ス
ペ
イ
ン
王
室
は
植
民
地
で
の
ヘ

ン
プ
栽
培
を
熱
心
に
推
進
し
た
。
た
だ

し
、
17
～
20
世
紀
前
半
に
同
国
で
行
な

わ
れ
た
ヘ
ン
プ
栽
培
の
実
態
は
文
献
が

な
く
、
詳
し
く
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。

１
８
３
０
年
に
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立

し
た
当
時
は
ヘ
ン
プ
栽
培
を
と
く
に
規

制
し
て
い
な
か
っ
た
。
だ
が
、
米
国
発

の
薬
物
禁
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
受
け
て
、

１
９
９
０
年
に
制
定
さ
れ
た
麻
薬
法
に

よ
り
厳
罰
的
な
政
策
が
推
進
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
薬
物
事
犯
者
に
よ
る
刑
務

所
の
囚
人
過
剰
収
容
が
問
題
と
な
り
、

と
く
に
女
性
刑
務
所
で
は
囚
人
の
７
～

８
割
を
薬
物
事
犯
が
占
め
た
。
こ
の
事

態
を
解
決
す
る
契
機
に
な
っ
た
の
は
、

２
０
０
６
年
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
コ
レ
ア

大
統
領
の
就
任
で
あ
る
。
法
務
・
人
権

省
（
Ｍ
Ｊ
Ｈ
Ｒ
）
の
設
立
と
司
法
改
革

に
よ
っ
て
、
囚
人
の
問
題
は
適
正
化
さ

れ
て
い
っ
た
。
08
年
の
国
民
投
票
に
よ

っ
て
可
決
さ
れ
た
エ
ク
ア
ド
ル
新
憲
法

に
は
、
健
康
に
関
す
る
項
目
の
第
３
６

４
条
に
こ
う
明
記
さ
れ
て
い
る
。

「
依
存
症
は
公
衆
衛
生
上
の
問
題
で
あ

る
。
ア
ル
コ
ー
ル
、
タ
バ
コ
、
向
精
神

薬
の
情
報
、
予
防
、
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
す
る
こ
と
は
国
の
責
任
で
あ

り
、
問
題
の
あ
る
薬
物
使
用
者
に
治
療

と
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供
す
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
、

彼
ら
を
犯
罪
者
に
し
た
り
、
憲
法
上
の

権
利
を
侵
害
し
た
り
し
て
は
な
ら
な

い
」そ

し
て
、
13
年
の
保
健
省
の
指
針
で

は
、
薬
物
所
持
に
つ
い
て
マ
リ
フ
ァ
ナ

は
10
ｇ
以
下
、
コ
カ
イ
ン
は
２
ｇ
以
下
、

ヘ
ロ
イ
ン
は
０
・
１
ｇ
以
下
ま
で
の
薬

物
所
持
が
非
犯
罪
化
さ
れ
、
15
年
の
薬

物
の
統
合
的
予
防
と
規
制
物
質
基
本
法

の
制
定
に
よ
り
、
厳
罰
的
な
政
策
か
ら

健
康
・
福
祉
の
政
策
に
大
き
く
転
換
し

た
の
で
あ
る
。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
を
視
野
に
入
れ 

Ｔ
Ｈ
Ｃ
基
準
は
１
％
未
満
に

同
法
律
に
よ
っ
て
規
制
物
質
の
使
用

許
可
手
続
が
定
め
ら
れ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
14
年
に
更
新
さ
れ
た
刑
法
（
Ｃ
Ｏ

Ｉ
Ｐ
）
で
は
、規
制
物
質
の
栽
培
、所
持
、

売
買
等
に
は
懲
役
刑
を
科
す
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
制
度
的
な
矛
盾
が
生

じ
て
い
た
。
世
界
各
国
で
大
麻
の
規
制

緩
和
が
進
ん
で
い
た
時
期
に
重
な
っ
た

こ
と
か
ら
議
論
を
呼
び
、
エ
ク
ア
ド
ル

国
民
議
会
は
、
大
麻
を
使
用
す
る
と
有

害
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
前
例
を
覆

す
科
学
的
根
拠
を
提
示
す
る
必
要
を
迫

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
議
会
は
議
論
の
末
、

19
年
に
賛
成
83
票
、
反
対
23
票
、
棄
権

23
票
で
刑
法
の
改
正
を
決
議
し
た
。
そ

の
後
、
20
年
の
閣
議
協
定
第
１
４
１
号

で
、
非
精
神
活
性
大
麻
（
ヘ
ン
プ
）
を

マ
リ
フ
ァ
ナ
の
主
成
分
で
あ
る
Ｔ
Ｈ
Ｃ

濃
度
が
１
％
未
満
の
植
物
と
定
義
し
、

農
業
畜
産
省
が
管
轄
す
る
こ
と
を
明
文

化
し
た
。

エ
ク
ア
ド
ル
の
ヘ
ン
プ
に
関
わ
る
免

許
制
度
を
表
１
に
示
し
た
。
完
成
品
の

エクアドル
ＴＨＣ濃度１％基準を採用した国
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輸
出
入
は
保
健
省
と
保
健
管
理
庁
が
管

轄
し
、
そ
の
対
象
に
は
加
工
食
品
、
ド

ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
（
乾
燥
し
た
花
）、飲
料
、

食
品
添
加
物
、
栄
養
補
助
食
品
、
化
粧

品
、
医
薬
品
、
医
療
機
器
、
薬
用
の
天

然
加
工
品
、
動
物
用
製
品
な
ど
が
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
の
基
準

は
、
加
工
食
品
と
栄
養
補
助
食
品
が
０・

３
％
未
満
で
、
そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
１

％
未
満
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

エ
ク
ア
ド
ル
が
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
１
％
未

満
を
採
用
し
た
の
は
、
赤
道
に
近
づ
く

ほ
ど
同
じ
品
種
で
も
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
が
高

く
な
る
か
ら
だ
。
01
年
以
降
は
０
・
２

％
未
満
に
引
き
下
げ
て
い
た
Ｅ
Ｕ
共
通

農
業
政
策
（
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
で
も
、
23
年
か

ら
は
以
前
の
０
・
３
％
未
満
に
引
き
上

げ
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
一
方
で
、
チ

ェ
コ
共
和
国
の
よ
う
に
付
加
価
値
の
高

い
機
能
性
成
分
で
あ
る
Ｃ
Ｂ
Ｄ
事
業
に

力
を
入
れ
る
た
め
に
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
基

準
を
高
く
設
定
し
た
国
も
あ
り
、
米
国

も
ま
た
１
％
未
満
に
引
き
上
げ
る
法
案

が
提
出
さ
れ
審
議
中
で
あ
る
。
最
近
に

な
っ
て
合
法
化
し
た
後
発
国
で
は
１
％

未
満
を
採
用
す
る
国
が
増
え
る
な
ど
、

多
様
な
基
準
は
国
際
貿
易
上
で
悩
ま
し

い
問
題
と
な
っ
て
い
る
（
表
２
）。

コ
ロ
ナ
禍
で
進
む
転
換 

切
り
バ
ラ
か
ら
ヘ
ン
プ
花
へ

エ
ク
ア
ド
ル
の
標
高
２
５
０
０
ｍ
の

盆
地
で
は
緩
や
か
な
起
伏
の
あ
る
土
地

に
温
室
を
設
置
し
、
切
り
バ
ラ
生
産

が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
バ
ラ

の
花
は
一
日
の
最
高
気
温
と
最
低
気

温
の
差
が
大
き
い
ほ
ど
巨
大
輪
と
な

る
。
赤
道
直
下
で
四
季
が
な
く
年
間

の
気
温
変
化
の
少
な
い
高
原
地
帯
の

気
象
条
件
や
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
か
ら

の
豊
富
な
雪
解
け
水
を
利
用
で
き
る

環
境
が
適
し
て
い
る
の
だ
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
禍
で
切
り
バ
ラ
業
界
が
大
き

な
打
撃
を
受
け
、
直
面
し
た
危
機
を

乗
り
越
え
よ
う
と
、
法
改
正
さ
れ
た

ば
か
り
の
ヘ
ン
プ
産
業
に
着
手
す
る

企
業
が
出
て
き
た
。

首
都
キ
ト
か
ら
車
で
１
時
間
ほ
ど

の
同
国
北
部
に
あ
る
ペ
ド
ロ
モ
ン
カ
ヨ

州
の
カ
ン
ナ
ア
ン
デ
ス（CannA

ndes

）

社
は
、
欧
米
向
け
の
切
り
バ
ラ
生
産

を
手
が
け
る
ブ
テ
ィ
ッ
ク
フ
ラ
ワ
ー

ズ
フ
ァ
ー
ム
を
経
営
す
る
ク
ラ
ウ
ス
・

グ
レ
ッ
ツ
ァ
ー
氏
が
設
立
し
た
会
社
で

あ
る
。
所
有
す
る
30‌

ha
の
切
り
バ
ラ
用

の
温
室
の
一
部
を
利
用
し
、
免
許
を
取

得
し
た
９
ha
で
ヘ
ン
プ
栽
培
を
始
め
た

（
図
１
）。
米
国
オ
レ
ゴ
ン
州
で
開
発
さ

れ
た
「
オ
レ
ゴ
ン
チ
ェ
リ
ー
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ

濃
度
20
％
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度
０
・
３
％
未

満
）」
と
い
う
品
種
を
導
入
し
、
輸
出

を
前
提
に
食
品
や
化
粧
品
で
Ｃ
Ｂ
Ｄ
産

業
に
進
出
し
た
の
だ
。

Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
で
先
行
す
る
米
国
、
カ

ナ
ダ
、
ス
イ
ス
と
比
較
し
て
、
エ
ク
ア

ド
ル
に
は
、
年
間
４
～
６
回
収
穫
で
き

る
栽
培
体
系
、
バ
ラ
農
園
の
ノ
ウ
ハ
ウ

と
人
材
の
活
用
、
人
件
費
の
安
さ
、
栽

培
・
加
工
・
輸
出
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が

整
っ
た
免
許
制
度
の
革
新
性
な
ど
の
利

点
が
あ
る
。
ヘ
ン
プ
が
同
国
の
新
作
物

と
し
て
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
は
今

後
の
楽
し
み
で
あ
る
。

図１：ヘンプの温室栽培の様子

出典：https://cannandes.com

表１：エクアドルにおけるヘンプ免許制度と費用

表２：世界各国のヘンプ品種のＴＨＣ濃度基準

出典：エクアドル農業畜産省（https://www.agricultura.gob.ec/canamo）

免許の種類 取得費用（米ドル） 年間維持費（米ドル）

①種子輸入 1,000（約110,000円） 150（約16,500円）

②種子輸出 1,000（約110,000円） 150（約16,500円）

③�非精神活性大麻の栽培
　（ＣＢＤ採取目的）

0-5ha
5-10ha
10-25ha
25-50ha

50ha 以上

1,500（約165,000円）
2,000（約220,000円）
2,500（約275,000円）
3,000（約330,000円）
3,500（約385,000円）

150（約16,500円）
175（約19,250円）
200（約22,000円）
225（約24,750円）
250（約27,500円）

④産業目的の栽培

0-5ha
5-10ha
10-25ha
25-50ha

50ha 以上

375（約41,250円）
500（約55,000円）
625（約68,750円）
750（約82,500円）
875（約96,250円）

100（約11,000円）
125（約13,750円）
150（約16,500円）
175（約19,250円）
200（約22,000円）

⑤加工および派生物の製造 3,000（約330,000円） 310.15（約34,117円）

⑥育種／研究 1,000（約110,000円） 150（約16,500円）

⑦花およびバイオマスの輸出 4,000（約440,000円） 310.15（約34,117円）

THC 濃度 国名（制定年）

0.2％ ＥＵ 28 カ国（2002 ～ 2022）、イスラエル（2016）

0.3％
カナダ（1998）、中国（2008）、米国（2018）、ＥＵ 27 カ国（2023 ～）、
インドの一部（2017）、ガーナ（2020）、パキスタン（2020）、ザンビア（2021）

0.35％ ニュージーランド（2006）

0.5％ ウルグアイ（2014）、パラグアイ（2019）

1.0％
スイス（2011）、コロンビア（2016）、オーストラリア各州（2017）、
タイ（2019）、レバノン（2020）、マラウイ（2020）、
エクアドル（2020）、チェコ（2022）

基準値なし 日本（1948）、韓国（1976）、ジャマイカ（2015）


